
主な内容

発行／栄村役場発行／栄村役場

■令和４年度　施政方針
■令和４年度　当初予算の概要
■卒園児・卒業生の紹介
■人事異動について
■国保税の改定
■栄村スキー大会結果
■姉妹・友好都市の紹介
■各種お知らせ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２－３
・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４－５

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６－７
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ８

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ９
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ10
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ11

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ13－14

　３月16日に小・中学校の卒業式、25日に保育園
の卒園式が行われました。
　新たな場所でも、これまでの学びを活かし、よ
り一層成長することでしょう。
　卒園・卒業おめでとうございます。
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栄
村
は
10
年
前
の
大
震
災
か
ら
必
死
の
努
力
で
立
ち
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
今
ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
よ
っ
て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
う
し
た
経
験
を
生
か
し
て
、
コ
ロ
ナ
後
あ
る
い
は
、
今
の
状
況
が
普
通

と
な
る
か
も
し
れ
な
い
ウ
イ
ル
ス
社
会
で
の
暮
ら
し
方
も
展
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
総
合
振
興
計
画
後
期
5
カ
年
計
画
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
将
来
像
の
テ
ー
マ
に
「
一
人
一
人
が
希
望
に
満
ち
た
生
き
方
を
創
造
で
き
る

村
」
を
掲
げ
、
基
本
目
標
の
一
番
目
を
「
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
」
と
し
、
若
者
の

定
住
拡
大
を
目
指
し
て
、
人
口
対
策
に
取
り
組
む
姿
勢
を
明
確
に
し
ま
し
た
。　

　

人
口
が
減
っ
て
も
村
の
価
値
が
下
が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
栄
村
が
大
き
な

自
然
空
間
を
生
か
し
た
低
密
度
居
住
地
域
と
し
て
、
人
口
対
策
に
力
を
注
ぎ
、
持
続

的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
、
そ
し
て
、
村
の
暮
ら
し
を
守
り
、
自
然
環
境
を
守
っ
て
い

く
こ
と
は
国
土
全
体
を
守
る
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
と
あ
ら
た
め
て
確
信
し
、
誇

り
を
持
っ
て
、
村
政
に
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

第
6
次
栄
村
総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
る
政
策
分
野
に
沿
っ
て
、
主
な
施
策
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

◆
持
続
可
能
な
村
づ
く
り

　

人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
た
新
規
事
業
と
し
て
、
若
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た

め
、1
棟
8
戸
建
て
ワ
ン
ル
ー
ム
型
集
合
住
宅
を
横
倉
地
区
に
建
設
し
ま
す
。
ま
た
、

千
曲
川
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
堤
防
工
事
に
伴
う
住
宅
移
転
対
応
及
び
定

住
促
進
の
た
め
の
宅
地
造
成
を
箕
作
地
区
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

集
落
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
村
づ
く
り
に
関
わ
る
講
演
会
の
開
催
、
住
民
や
集

落
・
営
農
集
団
が
取
り
組
む
地
域
活
性
化
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
活
用
は
退
任
後
の
定
住
が
確
か
な
も
の
と
な
る
よ
う
活
動
内
容
の
明
確

化
、
業
務
の
委
託
化
な
ど
を
図
り
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
行
政
運
営
の

合
理
化
と
効
率
化
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
が
、
国
が
進
め
る
電
子
自
治
体
へ
の
対
応

は
難
し
さ
も
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
流
れ
は
止
め
ら
れ

な
い
も
の
と
し
て
、
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
共
施
設
個
別
施
設

計
画
な
ど
に
基
づ
く
公
共
施
設
の
効
率
的
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
希
少

動
植
物
調
査
事
業
や
自
然
環
境
保
全
活
動
が
、
こ
の
豊
か
な
生
態
系
で
暮
ら
す
村
民

の
誇
り
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

◆
災
害
に
つ
よ
い
村
づ
く
り

　

防
災
・
減
災
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
河
川
等
の
増
水
対
策
に
必
要
な
作
業
経

費
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
長
野
県
が
進
め
る
千
曲
川
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
消
防
体
制
の
強
化
と
し
て
、
岳
北
消
防
本
部
の

分
担
金
計
上
と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
報
酬
引
き
上
げ
と
必
要
な
装
備
の
充
実
に
努

め
、
団
員
数
の
確
保
と
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
、

村
道
箕
作
泉
平
線
他
の
道
路
改
良
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
県
道
秋
山
郷
森
宮

野
原
停
線
北
野
地
区
か
ら
、
村
道
天
代
坪
野
線
土
合
橋
間
の
改
良
詳
細
設
計
の
実
施

他
、
道
路
・
橋
梁
の
修
繕
に
も
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
道
路
除
雪
対
策

と
し
て
は
、
14
ｔ
級
の
タ
イ
ヤ
ド
ー
ザ
ー
1
台
を
更
新
し
て
除
雪
力
を
高
め
ま
す
。

ま
た
、
雪
に
よ
る
倒
木
な
ど
で
、
停
電
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
所
有
者
の

協
力
を
得
な
が
ら
電
線
脇
の
、
樹
木
の
伐
採
に
引
き
続
き
取
り
組
む
計
画
で
す
。

　
令
和
4
年
3
月
2
日
第
1
回
栄

村
議
会
定
例
会
で
宮
川
幹
雄
村
長

か
ら
施
政
方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
か
ら
、
む
ら
の
進
む

未
来
や
今
後
の
取
り
組
み
を
お
伝

え
し
ま
す
。

一
人
一
人
が
希
望
に
満
ち
た

生
き
方
を
創
造
で
き
る
村栄村長

宮 川 幹 雄

令
和
4
年
度　

栄
村
施
政
方
針
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◆
活
力
あ
る
村
づ
く
り

　

農
業
・
畜
産
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
用
施
設
の
計
画
的
な
維
持
管
理
と
整
備
を
進

め
る
と
と
も
に
、
農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
金
の
交
付
、
米
農
家
支

援
や
優
良
米
生
産
支
援
な
ど
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
農
作
物
へ
の
野
生

鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
を
拡
大
し
て
対
応
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
森
林
整
備
計
画
を
確
実
に
進
め
、
間
伐
・
林
道
整
備
を
図
り
な
が
ら
山

林
を
守
っ
て
い
く
事
で
鳥
獣
被
害
防
止
と
と
も
に
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
、
地
球
環

境
へ
の
貢
献
も
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
商
工
事
業
者
へ
の
経
営
支
援
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
必
要
な
資
格
取
得
経
費
へ
の
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
業
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
へ
の
補
助
金
を
継
続
し
、
村
有
の
観
光
関
連
施

設
は
、
指
定
管
理
制
度
の
活
用
と
運
営
委
託
な
ど
に
よ
り
、 

効
果
的
で
効
率
的
な
運

営
と
必
要
な
施
設
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
北
野
天
満
温
泉
は
温
泉
棟
の
改
修

を
進
め
る
た
め
の
詳
細
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

◆
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り

　

子
供
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
に
関
し
て
は
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な

く
、
必
要
な
方
に
母
子
・
子
育
て
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
助
言
、
相
談
対
応

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
で
は
、
保
健
師
な
ど
に
よ
る
訪
問
活
動
を

さ
ら
に
充
実
す
る
な
ど
、
健
康
不
安
の
解
消
と
介
護
予
防
や
生
活
支
援
に
力
を
注
ぐ

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
健
康
を
維
持
す
る
医
療
体
制
を
確
保
し
、
各
種
健
康
診
査
事

業
と
健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
が
る
健
康
増
進
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
と
と

も
に
、
精
神
保
健
対
策
及
び
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
に
つ
い
て
も
、
地
域
生
活
支
援

事
業
を
中
心
に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
生
活
環
境
の
整
備
で
は
、
ゴ

ミ
処
理
業
務
・
火
葬
業
務
な
ど
津
南
町
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
津
南
地
域
衛
生
施
設

組
合
の
負
担
金
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
河
川
の
水
質
調
査
に
取
り
組
む
な
ど
、
環

境
衛
生
の
維
持
に
努
め
ま
す
。
ま
た
交
通
対
策
で
は
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
委
託
及

び
路
線
バ
ス
運
行
経
費
の
支
援
、
交
通
弱
者
対
策
と
し
て
の
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
な

ど
の
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◆
豊
か
な
心
を
育
む
村
づ
く
り

　

保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
と
連
携
し
て
子
供
を
育
む
教
育
体
制
や
教
育
環
境
整

備
の
具
体
化
に
向
け
て
の
研
究
と
、
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
I
C
T
教
育
の
充

実
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
学
校
給
食
会
計
を
補
助
し
、
給
食
の
充
実
と
保
護
者
負
担
の
軽
減
も
継
続
し

ま
す
。
津
南
町
と
連
携
し
た
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
は
そ
の
推
進
活
動
が
子
ど
も
達

の
学
習
や
地
域
振
興
に
さ
ら
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
努
め
ま
す
。
平
成
29
年
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
栄
村
誌
は
2
月
に
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
誌
編
纂
業

務
で
収
集
整
理
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
私
達
が
村
の
資

源
や
文
化
を
再
確
認
し
関
心
を
深
め
、
先
人
に
学
ぶ
べ
き
事
は
学
び
、
村
の
暮
ら
し

に
誇
り
を
持
て
る
学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
社
会
経
済
へ
の

影
響
や
国
、
県
の
施
策
の
動
向
を
把
握
し
な
が
ら
、
感
染
状
況
に
応
じ
た
対
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
国
道
1
1
7
・
4
0
5
号
、
県
道
長
瀬
横
倉
停
線
、
秋
山
郷
森
宮
野
原

停
線
の
改
良
促
進
、
千
曲
川
の
国
直
轄
体
制
、
千
曲
川
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
、
秋
山
地
域
に
お
け
る
砂
防
工
事
等
の
推
進
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国
県
等
関
係

機
関
へ
の
要
望
活
動
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
事
業
等
に
経
過
、
実
績
等
を
鑑
み
、
村
民
の
暮
ら
し
を
第
一
と
し
な
が

ら
、
栄
村
が
未
来
に
繋
が
っ
て
い
け
る
予
算
編
成
に
努
め
、
こ
の
難
局
を
何
と
か
皆

さ
ん
と
と
も
に
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
思
い
で
あ
り
ま
す
。
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令和４年度　当初予算の概要

会計別当初予算額 （単位：千円）

一般会計当初予算内訳 （単位：千円）

会　　計　　名 令和４年度当初予算 対前年度当初予算比増減 一般会計からの繰入金 対前年度当初予算比増減
一　　般　　会　　計 2,895,000 285,000 － －

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険（事業勘定） 227,545 △ 30,927 14,518 2,419
国民健康保険（施設勘定） 122,527 13,011 44,740 12,558
秋 山 診 療 所 3,919 45 0 0
後 期 高 齢 者 医 療 30,466 1,018 13,843 835
介 護 保 険 406,979 8,955 77,265 △ 1,616
介 護 サ ー ビ ス 7,869 469 3,943 △ 576
ス キ ー 場 112,414 1,892 86,649 1,907
ケ ー ブ ル テ レ ビ 30,275 13,598 0 △ 1,239

【皆減】簡 易 水 道 0 △ 68,519 0 △ 33,615
【皆減】生 活 排 水 処 理 0 △ 56,835 0 △ 16,764
【皆減】農 業 集 落 排 水 0 △ 23,223 0 △ 8,821

小　　　計 941,994 △ 140,516 240,958 △ 44,912
合計（一般会計＋特別会計） 3,836,994 144,484 240,958 △ 44,912

事　　業　　名 令和４年度当初予算
簡 易 水 道 事 業 148,059
下 水 道 事 業 131,072

合　　　計 279,131

議会費
42,429　1.5%

総務費
423,108
14.6%

民生費
436,493
15.1%

衛生費
198,642　6.9%

労働費
1,779　0.1% 

農林水産業費
263,474　9.1% 

商工費
238,910
8.3% 

土木費
675,097
23.3%

消防費
118,788
4.1%

教育費
150,568　5.2%

災害復旧費
2,220　0.1%

公債費
323,492　11.2% 予備費

20,000
0.5%

分担金負担金・使用料等
39,010　1.3%

繰越金
50,000　1.7%

繰入金
82,588　2.9%

諸収入等
107,858　3.7%

地方譲与税等
115,300
4.0%

地方交付税
1,651,000
57.0%

国県支出金
298,464
10.3%

村債
381,500
13.2%

村債
381,500
13.2%

村税
169,280
5.8%

合計
2,895,000

合計
2,895,000

歳　　出 歳　　入

　３月定例議会において令和４年度当初予算案が可決されました。一般会計の予算規模は28億9,500万円
で、前年度比10.9%（２億8,500万円）の増となっています。
　特別会計は簡易水道、農業集落排水、生活排水処理の３会計が公営企業会計に移行したことから８会計と
なり、その予算規模は合計で９億4,199万４千円で、前年度比13%（１億4,051万６千円）の減となっています。
　新たに公営企業会計として、簡易水道事業、下水道事業の２会計を設け、その予算規模は合計で２億
7,913万１千円となっています。

〈公営企業会計〉

※公営企業会計の予算額は支出ベースの額です。

〈公営企業会計〉
　地方公営企業法に基づき、地方公共団体が直接経営する企業
（公営企業）の会計です。
　公営企業は独立採算を原則とし、固定資産台帳の整備と複式
簿記の導入が必須となることから、精緻な財務書類の作成が可
能となり、経営状態や財務状況が把握しやすくなります。
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主要事業 総合振興計画・後期基本計画に基づく令和4年度の主な事業をご紹介します。（◎は新規事業）
〈　〉内は事業費　※工事等は事業内容のみを記載し、事業費は記載しておりません。

持続可能な村づくり
【人口対策】
◎村民住宅建設事業
　新たな村民住宅建設（１棟８戸）
◎宅地造成事業
　千曲川堤防改修に伴う箕作地区宅地造成

【集落活性化】
◎集落活性化支援事業〈400千円〉
　集落主体の地域づくり活動への支援

【自然保護と景観】
・希少動植物調査事業〈2,543千円〉

災害につよい村づくり
【災害の防止】
・消防設備整備事業
　消火栓の更新・移設等

【道路ネットワークの整備】
・道路メンテナンス交付金事業
　長寿命化計画策定、橋梁修繕他
・社会資本整備総合交付金事業
　箕作泉平線改良工事他

【道路除雪】
・道路除雪機械購入費
　14ｔ級タイヤドーザ １台 整備

活力ある村づくり
【農業・畜産業】
・米生産支援事業〈10,000千円〉
　米生産者へ作付面積１ａ当り500円を支援
・優良米生産支援事業〈3,000千円〉
　特Ａ米生産者へ１俵当り1,000円を支援
・家畜預託事業補助金〈241千円〉
　預託家畜資金利子補給事業
・野生鳥獣対策費〈7,906千円〉
　電気柵補助、被害防止パトロール経費等

【林　業】
◎地方創生道整備推進交付金事業
　林道秋山線鬼沢橋補修工事他
・ライフライン保全対策事業
　電線周り支障木伐採

【商工業】
・ＵＩＪターン就業補助金〈600千円〉
・資格取得支援補助金〈250千円〉

【観光業】
・秋山郷秘境シャトル便運行〈755千円〉
・温泉宿泊施設指定管理委託〈17,000千円〉
　トマトの国、北野天満温泉２施設

◎北野天満温泉浴室棟詳細設計委託
　浴室棟改修に係る詳細設計業務
・登山道維持管理経費〈3,300千円〉

健やかに暮らせる村づくり
【子どもが健やかに育つ環境】
・高校生等通学費補助〈1,100千円〉
・母子保健事業〈3,078千円〉
　各種健診、育児支援、不妊治療等助成他

【高齢者福祉】
・高齢者交通対策事業〈600千円〉
　通院等のためのタクシー利用券補助
・高齢者総合福祉センター運営〈28,998千円〉
　社協への指定管理委託料他
・老人長期入院見舞金〈900千円〉

【健康増進と安心できる医療の確保】
・健康診査等事業〈3,652千円〉
　後期高齢者健診、人間ドック補助金他
・各種予防接種事業〈5,358千円〉
◎適正服薬指導業務委託事業〈280千円〉
　薬剤師による適正服薬指導

【精神保健対策、障がい者福祉】
・地域活動支援センター運営事業〈446千円〉
　地域活動支援センター「にじいろ」運営
・障がい者交通対策事業〈810千円〉
・地域生活支援事業〈1,941千円〉
　移動・相談支援、日常生活用具の支援他

【生活環境の整備】
・雪害対策救助事業〈25,343千円〉
・道踏み支援事業〈3,690千円〉

【交通対策】
・デマンド交通運行〈18,028千円〉
・ＪＲ簡易委託駅運営〈6,789千円〉

豊かな心を育む村づくり
【子どもを育む】
・ＩＣＴ活用教育の推進〈1,097千円〉
　デジタル教科書、授業支援アプリ導入
・家庭児童相談員配置〈3,303千円〉
・国際交流指導員配置〈3,794千円〉

【地域を育む】
・苗場山麓ジオパーク振興〈7,300千円〉
・社会教育団体活動補助〈1,300千円〉
　青少年育成協議会、芸文協、さかえスポーツクラブ

【歴史を学び、文化を育む】
・公民館事業〈3,282千円〉
　各種講座の開催、公民館報発行他
・歴史文化館「こらっせ」運営〈3,836千円〉
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《主任以下》
　■総務課企画財政係：越智　勇気
　■総 務 課 税 務 係：南雲　一輝
　■建設課上下水道係：齋藤　和真

　■総務課情報防災係：相澤　優樹

　■大田　　優（建設課　定住住宅係長）

　■大庭　和彦（総務課長）
　■齋藤　和幸（商工観光課長）
　■江口　昌弘（民生課長）

建設課　国土調査係→建設課　上下水道係へ変更

組織改正

異 動 職 員 ４月１日

新規採用職員

派遣期間満了

退 職 職 員

４月１日付

３月31日付

３月31日付

《課長級》
　■総 務 課 長：藤木　利章
　■民 生 課 長：上倉　久佳
　■商 工 観 光 課 長：山岸　正宏
　■秋 山 支 所 長：島田　益夫
　■建 設 課 長：藤木　紀行
　■議 会 事 務 局 長：小林　幸宏

《係長級》
　■会計管理者
　　会計係長兼総務課税務係長：山岸　英幸
　■総 務 課 行 政 係 長：齋藤　　寿
　■総務課企画財政係長：福原加代子
　■建設課建設事業係長：月岡　敏美
　■建設課上下水道係長：山田　誠士
　■建設課定住住宅係長：関谷　和仁
　■農政課農村振興係長：長田雄一郎
　■民生課健康支援係長：上倉　眞一
　■民生課住民福祉係長：齋藤　広美
　■民生課診療所事務長：山田　健太
　■商工観光課観光係長：石塚　雄樹

令和４年　人 事 異 動

「
5
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～
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ま
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ょ
う
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国民健康保険税が変わります
税率改正・資産割の廃止・子育て世帯の負担軽減など

税率の変更・資産割の廃止

子どもの均等割額軽減 ※手続きの必要はありません。

　平成３０年度から国民健康保険の財政運営の主体が県になりました。長野県国民健康保険運営方針では、県内
統一の保険料水準を目指すこととしており、村ではその第一歩として令和４年度から資産割を廃止します。
　また、急激な負担増とならないよう不足分を栄村国民健康保険基金で補うことを前提に、今回税率改正を行
い、令和９年度までに段階を踏んで県が提示する標準保険料率に近づけていきます。
　高齢化や医療技術の高度化により今後も医療費が増加されることが見込まれます。国民健康保険制度が維持
できるよう、皆さんのご理解ご協力をお願いします。

　子育て世帯の負担軽減を図るため、国民健康保険に加入している未就学児（小学校入学前の子ども）にかか
る均等割額の２分の１を減額します。 

　「令和４年度国民健康保険税納税通知書（仮算定）」を４月中旬に送付します。
　４月から６月（１～３期）までは、前年の所得が確定していないため仮算定として、令和３年度年税額の10
分の１相当額を各１期分の税額として納付していただきます。

・前年中の所得金額や改正した税率を基とした確定年税額は、７月の納税通知書（本算定）によりお知らせします。
・４月以降に国民健康保険に新規加入された世帯は、仮算定の対象になりません。７月に納税通知書をお送りします。

総務課　税務係　☎0269-87-3111問合せ先

【改正前】４方式

【改正後】３方式

区　　　分 所　得　割 資　産　割 均　等　割 平　等　割 賦課限度額
医 療 給 付 費 分 5.9％ 41.3％ 12,270円 15,040円 63万円
後期高齢者支援金分 2.8％ 19.3％ 5,430円 6,660円 19万円
介 護 納 付 金 分 1.7％ 10.3％ 5,080円 4,060円 17万円

区　　分 所　得　割 資　産　割 均　等　割 平　等　割 賦課限度額
医 療 給 付 費 分 6.1％

廃　止
15,000円 17,000円 65万円

後期高齢者支援金分 2.6％ 6,500円 7,000円 20万円
介 護 納 付 金 分 1.9％ 6,500円 5,300円 17万円

◆納期等
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１期 ２期 ３期 ４期 － ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期 －

仮　算　定 本　算　定

令和３年度年税額の1/10
相当額を各期に納める

令和３年分所得及び改正後の税率等により算定した確定年税額から仮算定の税額を
差し引いた残額を７回（４～１０期）に分けて納める

令和４年度
から

４月～６月は国民健康保険税の仮算定分の納期です

当該年度の年税額
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第51回　栄村スキー大会開催
　３月20日㈰さかえ倶楽部スキー場ファミリーコースにおいて、栄村スキー大会が開催さ
れました。雪が降る中でしたが49人が参加し、記録に挑戦したり、仲間と楽しく参加した
りと賑やかな大会となりました。

大会結果
●就学前
優　勝　阿部　日和（大久保）
準優勝　山田　夏穂（長　瀬）
第３位　保坂　夏乃（月　岡）
第４位　齋藤　紗希（箕　作）

●小学１・２年（男子）
優　勝　島崎　暖平（小　滝）
準優勝　樋口　向陽（月　岡）
第３位　樋口　大芽（青　倉）
第４位　山田　駿介（長　瀬）

●小学１・２年（女子）
優　勝　齋藤　未空（箕　作）
準優勝　樋口　和香（小　滝）

●小学３・４年（男子）
優　勝　樋口　湊斗（小　滝）
準優勝　藤木虎太朗（極　野）
第３位　久保田美吹（箕　作）

●小学３・４年（女子）
優　勝　島崎　夏芽（小　滝）

●小学５・６年（男子）
優　勝　樋口　快晴（月　岡）
準優勝　南雲　獅悠（月　岡）

●小学５・６年（女子）
優　勝　樋口　四季（月　岡）
準優勝　月岡　紗愛（　森　）

●中学生以上女子
優　勝　髙橋未優乃（青　倉）
準優勝　広瀬　若菜（　森　）
第３位　岡　優希菜（箕　作）

●中学生以上39歳以下男子
優　勝　久保田恭平（箕　作）
準優勝　久保田成哉（横　倉）
第３位　樋口　祐介（小　滝）

●40歳以上49歳以下男子
優　勝　岡　　一太（箕　作）
準優勝　北條　明浩（栄小勤務）
第３位　石塚　雄樹（志久見）

●50歳以上59歳以下男子
優　勝　滝澤　史郎（野田沢）
準優勝　倉田　誠一（志久見）
第３位　桑原　弘毅（横　倉）

●60歳以上男子
優　勝　樋口　武夫（小　滝）
準優勝　山田　義孝（上野原）
第３位　篠原　久夫（スキークラブ）
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　栄村は東京都武蔵村山市と姉妹都市協定、横浜市栄区と友好交流
都市協定を結び、これまで文化やスポーツなど様々な交流を行って
います。両都市との交流に関心のある方は、ぜひ総務課企画財政係
までお問合せください。

栄村

横浜市栄区

武蔵村山市

武蔵村山市

栄区

東京都 武蔵村山市

神奈川県 横浜市栄区

●人 口 　71,764人（R4.2.1現在）
●面 積 　15.32㎢

●人 口　120,487人（Ｒ4.2.1現在）
●面 積　18.55㎢

　東京都下市町圏の北部よりのほぼ中央に位置し、
市を象徴する狭山丘陵の大自然を背景に豊かな自然
と地域の伝統文化、そして産業が
調和したまちです。「人と人との
絆をつむぐ　誰もが活躍できるま
ち　むさしむらやま」という将来
都市像の実現に向けたまちづくり
に取り組んでいます。

　横浜市の南部に位置し、「横浜自然観察の森」や
５つの「市民の森」など豊かな緑に囲まれ、四季を
通じて花や野鳥を楽しめます。ま
た、区西部のまとまった農地では
新鮮でおいしい野菜が作られ一部
は鎌倉野菜として出荷されます。
横浜という大都市にありながら、
緑豊かな環境に恵まれています。

姉妹都市・友好交流都市の紹介

友好交流都市

姉妹都市
デエダラまつり山車

栄区いたち川マスコット
タッチーくん
雪が降るいたち川にいたカワセミ

江戸時代の古民家がある
本郷ふじやま公園

交流が始まった経緯
　武蔵村山市の市制施行20周年にあわせ、平成２年11月に姉
妹都市提携を締結しました。

これまでの交流
　栄村・武蔵村山市駅伝大会、消防式典への相互参加、栄村
アルペンスキー大会への参加、「村山デエダラまつり」への
栄村ブースの出店など

特産品や見どころなど
　村山大島紬、村山かてうどん、東京狭山茶、みかん等果樹、桜
が楽しめる野山北公園自転車道、10万輪のひまわりガーデン

交流が始まった経緯
　同じ「栄」の名を縁として、平成４年７月の小学生同士の
相互訪問事業からはじまり、平成25年11月に「友好交流協定」
を締結しました。

これまでの交流
　平成４年からの小学生の相互訪問事業、スポーツ・文化芸
術団体の相互交流、栄村イベントへの栄区民ボランティアの
参加、「栄区民まつり」への栄村ブース出店など

特産品や見どころなど
　ホウレンソウやだいこんなど新鮮な「さかえの野菜」、栄区の
中央を流れるいたち川での川遊びやウォーキング・野鳥観察
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令和４年度 上半期　出張年金相談のご案内
長野北年金事務所では、下記の予定で出張年金相談を行っております。ご予約の上、ご利用ください。

◆開設時間は午前１０時～午後３時までです。
◆相談時間は３０分毎です。
◆ご連絡の際は、基礎年金番号の分かるものをご準備の上ご予約ください。
※１０月以降の予定は、９月号に掲載します。

会　　場 期　日 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

中野会場
中野市中央公民館
（中野市三好町

1-4-27）

相 談 日 終　了 １０㈫ ７㈫ ５㈫ ２㈫ ６㈫

予約受付 終　了
4/1～
5/2

5/6～
6/2

6/3～
6/30

7/1～
7/28

7/29～
9/1

飯山会場
飯山商工会議所

（飯山市飯山
2239-1）

相 談 日 ２１㈭ ２６㈭ ２３㈭ ２８㈭ ２５㈭ ２９㈭

予約受付
3/22～
4/18

4/19～
5/23

5/24～
6/20

6/21～
7/25

7/26～
8/22

8/23～
9/26

長野北年金事務所　お客様相談室　☎026-244-4097予約・問合せ先

りよだ健保
　この時期は、花粉症で目のかゆみ、鼻水、くしゃみが止まらないという方が多い
のではないでしょうか。私も花粉症に悩む一人です。
　先日、鏡を見ると鼻からひょっこり２本の鼻毛さんが顔を出していました。ん？
どうしてこの時期になるとひょっこりするのだろう？

　鼻毛の３つの役割
①ゴミやウイルスの侵入を防止する
　鼻呼吸をしたときに空中のほこりや花粉・ウイルスが体の中に入るのを防いでくれる
②鼻の中の乾燥を防ぐ
　鼻の中を一定の湿度・温度に保ち、乾燥を防いでくれる	
③においを感じ取る
　ニオイを嗅ぎ分けてくれる

　こんなに大切な役割の鼻毛さん。処理や洗浄しても大丈夫？
　安心してください。鼻の入り口周辺の毛は処理しても大丈夫です。
　また、鼻の粘膜は敏感なので水道水よりも市販の鼻洗浄薬をお勧めします。

　鼻毛さん　ありがとう
　役割を知ることで、鼻毛さんに愛着がわいてきませんか。
　鼻毛さん　これからも花粉症やウイルスから私たちの体を守ってくださいね。
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信
州
の
伝
統
野
菜「
し
し
こ
し

ょ
う
」の
栽
培
に
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
！

第
17
回
長
野
県
市
町
村

対
抗
小
学
生
駅
伝
大
会

に
出
場
し
ま
す
！

３
月
12
日
を「
栄
村
防
災

の
日
」に
定
め
ま
し
た

春
の
火
災
予
防
運
動
を

実
施
し
ま
す

申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先

　

長
野
県
で
は
、「
信
州
伝
統
野
菜
認

定
制
度
」
を
実
施
し
、
県
内
各
地
に
残

る
貴
重
な
伝
統
野
菜
を
守
り
、
次
世
代

に
継
承
し
つ
つ
、
中
山
間
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

栄
村
で
は
、
在
来
品
種
の
ト
ウ
ガ
ラ

シ
で
あ
る
「
し
し
こ
し
ょ
う
」
が
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
外
見
は
ピ
ー
マ
ン
の

よ
う
な
形
で
、
果
肉
が
肉
厚
で
あ
り
、

辛
い
だ
け
で
な
く
甘
み
も
あ
る
の
が
特

長
で
す
。

　

現
在
、「
栄
村
伝
統
野
菜
し
し
こ
し

ょ
う
部
会
」に
お
い
て
、栽
培
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
高
齢
化
等
に
よ
り
、
栽
培

の
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
し
こ
し
ょ
う
の
栽
培
に
協
力
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、
興
味
を
持

っ
た
方
は
、
農
政
課
農
村
振
興
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

農
政
課　

農
村
振
興
係　

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

ししこしょう

　

村
で
は
、本
年
3
月
議
会
に
お
い
て
、

震
災
の
教
訓
を
引
継
ぎ
、
減
災
・
防
災

対
策
を
行
う
た
め
、
長
野
県
北
部
地
震

が
発
生
し
た
3
月
12
日
を
「
震
災
を
忘

れ
な
い　

栄
村
防
災
の
日
」
と
定
め
ま

し
た
。
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き

は
、自
分
の
身
は
自
分
が
守
る
「
自
助
」

と
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
が

守
る
「
共
助
」
の
意
識
と
働
き
が
重
要

で
す
。
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
次
の
点
を
確
認

し
、
防
災
対
策
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
今
後
、
村
で
は
、
防
災
教
育
・
訓

練
等
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
村

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
非
常
持
出
品
の
準
備
・
避
難
所
の
確

認
・
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認

◆
告
知
放
送
の
端
末
は
、
乾
電
池
を
入

れ
て
お
く
こ
と
で
、
停
電
時
で
も
放

送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

◆
栄
村
公
式
L
I
N
E
に
登
録
し
て
い

た
だ
く
と
、
災
害
情
報
だ
け
で
な
く

村
か
ら
の
お
知
ら
せ
も
受
け
取
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
登
録
方
法
は
、
広

報
さ
か
え
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す

　

４
月
９
日
㈯
か
ら
４
月
15
日
㈮
ま
で

の
一
週
間
、
春
の
火
災
予
防
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
栄
村
で
の
火
災
発
生

件
数
は
３
件
、
火
入
れ
を
原
因
と
す
る

火
災
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
季
節
風
が
強
い
こ
と
か
ら
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

４つの
習慣

６つの
対策

①寝たばこは絶対にしない
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
③コンロを使うときは火のそばを離れない
④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く

　

4
月
30
日
㈯
松
本
市
で
行
わ
れ
る
長

野
県
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅
伝
大
会
に

栄
村
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。

　

学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た
児
童
8
名
で

3
月
か
ら
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。
一

つ
で
も
上
位
を
目
指
し
て
、
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
！

※
大
会
の
様
子
は
後
日
S
B
C
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
て
放
送
予
定
で
す
。

（
詳
細
は
告
知
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
） 

練
習
の
様
子
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食
生
活
改
善
推
進
員
養

成
講
座
が
栄
村
で
開
催

さ
れ
ま
し
た

春
の
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

温
か
い
ご
寄
附
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、「
私
達
の

健
康
は
私
達
の
手
で
」
を
合
言
葉
に
、

健
康
の
た
め
の
知
識
を
身
に
付
け
た

り
、
仲
間
を
見
つ
け
た
り
し
て
、
楽
し

く
健
康
づ
く
り
を
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
栄
村
で
も
健
康
づ
く
り

の
仲
間
を
増
や
そ
う
と
、
飯
山
市
や
山

ノ
内
町
の
推
進
員
と
長
野
県
の
協
力
を

得
て
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
テ
ー
マ

に
、
日
ご
ろ
の
食
事
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

た
り
、
お
手
本
の
レ
シ
ピ
を
学
ん
だ
り

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か

ら
、
楽
し
か

っ
た
と
感
想

を
頂
い
て
い

ま
す
。
今
後

も
継
続
し
て

開
催
す
る
予

定
で
す
の

で
、
皆
様
の

ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い

ま
す
。

問　

民
生
課　

健
康
支
援
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
０
２
０

　

重
点
事
項
に
気
を
付
け
、
交
通
事
故

の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い

よ
う
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◆
期
間

　

4
月
6
日
㈬
～
4
月
15
日
㈮

◆
重
点
項
目

①
子
供
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全

確
保

②
歩
行
者
保
護
や
飲
酒
運
転
根
絶
等
の

安
全
運
転
意
識
の
向
上

③
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

と
安
全
確
保

④
高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転
の
徹
底

　

令
和
4
年
３
月
９
日
に
村
へ
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金

は
、
村
の
施
策
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
温
か
な
善
意
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
名
前

匿　

名

ご
住
所

埼
玉
県

自
然
科
学
の
研
究
費
を

助
成
し
ま
す

　

長
野
県
科
学
振
興
会
で
は
、
科
学
研

究
の
普
及
・
振
興
を
図
る
た
め
、
個
人

ま
た
は
団
体
に
研
究
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類

を
作
成
の
う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
受
付
：
5
月
6
日
㈮
ま
で

◆
助
成
額
：
30
万
円
以
内

◆
交
付
決
定
：
6
月
下
旬

　

申
込
・
採
択
の
基

準
等
に
つ
い
て
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　

長
野
県
科
学
振
興
会

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

７
４
３
７

長野県科学
振興局HP

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

北
信
学
部　
学
生
募
集

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

訓
練
生
募
集

・
募
集
期
間
：
4
月
22
日
㈮
ま
で

・
学
習
内
容

　

地
域
活
動
を
行
う
た
め
の
幅
広
い
分

野
（
教
養
・
パ
ソ
コ
ン
・
社
会
参
加
等
）

・
学
習
期
間

　

2
年
間
（
年
17
日
×
4
時
間
）

・
主
会
場
：
飯
山
市
公
民
館

・
受
講
料
：
年
額
1
2
，
0
0
0
円

・
申
込
方
法

　

入
学
願
書
の
受
取
及
び
提
出
先
は
北

信
保
健
福
祉
事
務
所
、
役
場
総
務
課
と

な
り
ま
す
。

問　

長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
北
信
学
部

　
　
（
北
信
保
健
福
祉
事
務
所
内
）

　
　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

３
７
２
５

◆
受
講
科
目
：
介
護
士
・
パ
ソ
コ
ン
基

礎
科

◆
科
目
内
容
：
介
護
職
員
初
任
者
研

　

修
、救
急
法
救
急
員
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
、パ
ソ
コ
ン
基
礎
、パ
ソ
コ
ン
事
務

◆
訓
練
期
間
：
6
月
1
日
㈬
～

8
月
31
日
㈬

◆
募
集
期
間
：
4
月
28
日
㈭
ま
で

◆
訓
練
場
所
：
中
野
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー

◆
対
象
者
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申

込
し
て
お
り
、
こ
の
訓
練
で
の
資
格

取
得
で
就
職
を
希
望
す
る
方

◆
受
講
料
：
無
料

　

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

◆
申
込
方
法
：
受
講
申
込
書
を
提
出

　
（
用
紙
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
り
ま

す
）

申
・
問

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

８
６
０
９
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.69

　

こ
ん
に
ち
は
。
秋
山
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
木
村
で
す
。

　

４
月
か
ら
早
い
も
の
で
３
年
目
に
突
入

で
す
。
３
月
末
に
西
部
地
区
担
当
の
佐
藤

慎
平
さ
ん
が
退
任
さ
れ
、
栄
村
の
協
力
隊

は
私
１
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
少

し
寂
し
い
気
も
し
ま
す
が
、
今
後
の
活
動

に
お
い
て
、
益
々
努
力
を
積
み
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
１
月
、
２
月
の
活

動
を
振
り
返
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
ク
ロ
モ
ジ
ア
ロ
マ
製
品
に
つ
い

て
、
先
々
月
の
広
報
で
、
蒸
留
水
及
び
精

油
が
栄
村
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に
指
定

さ
れ
た
件
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
現
在
ま

で
予
想
以
上
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
は
図
の
と
お

り
で
、
申
し
込
み
数
が
増
え
る
と
、
特
産

品
を
製
造
し
て
い
る
事
業
者
の
売
上
増
が

見
込
め
る
だ
け
で
な
く
、
栄
村
へ
の
寄
付

金
額
の
増
加
に
繋
が
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
の
申
し
込
み
は
、
お
米
や
お

肉
な
ど
の
食
品
が
多
い
た
め
、
ア
ロ
マ
製

品
の
申
し
込
み
件
数
の
増
加
は
難
し
い
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
道
に
商
品
の

宣
伝
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ラ
ー
ト
製
造
に
つ
い
て
、
山
菜
風

味
に
加
え
、
２
種
類
の
新
商
品
を
開
発
し

ま
し
た
。
詳
細
は
来
月
号
に
告
知
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
遅
く
て
も
、
４
月
下
旬
頃

に
は
村
内
の
小
売
店
等
に
並
ぶ
予
定
で
す

の
で
、
お
見
か
け
し
た
際
に
は
、
是
非
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

以
上
が
１
月
、
２
月
の
活
動
報
告
に
な

り
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
少

し
で
も
栄
村
の
力
に
な
れ
る
よ
う
、
よ
り

一
層
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
村
民
の
皆
様
、
う
ら
ら
か
な
好

季
節
、心
穏
や
か
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

�
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

木
村　

優
）

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

か
く
れ
た
苗
場
山
麓
の
魅
力　

発
見
し
隊
！

津
南
小
学
校
４
年
生
、

ジ
オ
カ
ー
ド
第
２
段
を
作
成
!! 

　

昨
年
度
（
3
学
年
時
）
ジ
オ
カ
ー
ド
を
作
成
し

た
津
南
小
学
校
４
年
生
が
、
第
２
段
を
作
成
し
、

３
月
22
日
、
津
南
小
学
校
に
お
い
て
、
事
業
所
へ

の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
左
）。

　

４
年
生
は
、
津
南
町
だ
け
で
な
く
、
栄
村
側
の

ジ
オ
を
深
め
よ
う
と
、
今
年
度
は
栄
村
を
メ
イ
ン

に
学
習
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
行
っ
た

認
知
度
調
査
で
は
、
互
い
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
あ
ま

り
知
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
と

思
わ
れ
る
、
両
町
村
の
10
代
～
40
代
、
ま
た
県
内

外
の
方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
第
２
段
と
な
る
「
苗

場
山
麓
ジ
オ
カ
ー
ド
」
を
作
成
。
カ
ー
ド
に
は
、

ジ
オ
サ
イ
ト
の
写
真
と
解
説
、
ジ
オ
サ
イ
ト
に
関

す
る
ク
イ
ズ
の
他
、
子
ど
も
達
が
考
え
た
ギ
ミ
ッ

ク
（
仕
掛
け
）
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
の
「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
ジ
オ
パ

ー
ク
（
ジ
オ
サ

イ
ト
）
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら

い
、
実
際
に
訪

れ
て
も
ら
い
た

い
」
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
は
全

部
で
20
種
類
。

10
種
類
は
、
ジ

オ
パ
ー
ク
商
品
開
発
部
会
の
要
請
を
受
け
て
「
大

地
の
た
か
ら
も
の
（
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

商
品
）」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
お
土
産
や
食
堂
メ

ニ
ュ
ー
を
購
入
す
る
こ
と
で
も
ら
え
る
コ
ラ
ボ
カ

ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
9
種
類
は
昨
年
同
様
、

津
南
町
・
栄
村
・
十
日
町
市
の
施
設
に
来
館
す
る

こ
と
で
も
ら
え
る
フ
リ
ー
カ
ー
ド
、
1
種
類
が
シ

ー
ク
レ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
カ
ー

ド
は
フ
リ
ー
カ
ー
ド
５
種
類
以
上
と
コ
ラ
ボ
カ
ー

ド
５
種
類
以
上
を
、
な
じ
ょ
も
ん
に
持
っ
て
行
く

こ
と
で
も
ら
え
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
各
施
設
に
配
布
し
て
あ
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
が
制
作
し
た
Ｐ
Ｒ
動
画
も
配

信
中
で
す
。
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

（図） ①ふるさと納税する

地方自治体

②特産品がもらえる

③ふるさと納税分の
　税金が安くなる

ジ
オ
カ
ー
ド
第
２
段
配
布
期
間

令
和
４
年
３
月
26
日
㈯

�

～
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

※
な
く
な
り
次
第
終
了

第２段は20種類

認定商品提供事業者へコラボカードを贈呈
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身
近
な
生
物
観
測
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
を
五
年
、
十
年
、
二
十

年
と
続
け
て
い
く
と
、
自
分
の
身
の
回
り

だ
け
で
な
く
栄
村
全
体
の
自
然
の
変
化
を

知
り
、
保
護
・
保
全
を
考
え
る
貴
重
な
資

料
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

気
軽
に
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

　

何
を
調
べ
る
か
、
ま
た
一
人
ひ
と
り
の

記
録
を
今
後
ど
の
よ
う
に
集
約
し
て
い
く

か
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
今
後
の
検
討
事
項
で

す
。
し
か
し
、
動
植
物
の
活
動
が
本
格
的

に
始
ま
る
こ
の
時
期
か
ら
、
ま
ず
は
今
年

の
生
物
観
測
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。

気
軽
に
取
り
組
ん
で
、
メ
モ
帳
に
記
録
を

残
し
て
く
だ
さ
い
！

◆
植
物
な
ら

　

自
宅
周
辺
や
村
内
に
あ
る
勤
務
先
周
辺

な
ど
で
調
べ
る
も
の
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

植
物
な
ら
、
サ
ク
ラ
類
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
や
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）、
ウ
メ
、
ク
リ
、

ユ
キ
ツ
バ
キ
な
ど
、
自
分
が
調
べ
る
樹
木

（
標
準
木
）
を
決
め
て
、花
の
開
花
日
（
標

準
木
に
五
～
六
輪
の
花
が
咲
い
た
日
）
な

ど
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。
キ
ン
モ
ク
セ
イ
な

ど
は
、
匂
い
を
初
め
て
感
じ
た
日
を
記
録

す
る
こ
と
も
い
い
で
し
ょ
う
。

◆
生
き
物
な
ら

　

自
宅
周
辺
な
ど
で
、
そ
の
年
に
そ
の
生

き
物
を
初
め
て
見
た
日
（
初
見
日
・
初
認

日
）
を
記
録
し
ま
し
ょ
う
。
対
象
は
、
ツ

バ
メ
や
サ
シ
バ
な
ど
の
鳥
や
ア
マ
ガ
エ
ル

や
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
、
そ
れ
に
モ
ン
シ
ロ

　

暖
か
い
日
差
し
に
雪
解
け
が
進
ん
で
い

ま
す
。
い
よ
い
よ
爆
発
的
で
劇
的
な
変
化

が
感
じ
ら
れ
る
栄
村
の
春
の
到
来
で
す
。

こ
の
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
高
揚
感
は
、

雪
国
に
暮
ら
す
人
た
ち
共
通
の
気
持
ち
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
報
告
と
い
う
よ
り
お
願
い
で

す
。私
た
ち
が
委
嘱
さ
れ
て
二
年
の
間
に
、

ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
希
少

な
動
植
物
が
村
内
に
現
在
も
残
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

た
ち
二
名
が
調
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
村
内

の
自
然
の
ご
く
一
部
で
し
か
な
く
、
限
界

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
お
力
も
お
借
り

し
た
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
皆
さ
ん
の
集

落
に
は
、
も
う
ツ
バ
メ
は
や
っ
て
き
ま
し

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
⑰

た
か
？
お
そ
ら
く
村
内
に
は
、
遅
く
と
も

四
月
十
日
頃
ま
で
に
は
ツ
バ
メ
が
渡
っ
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
お
庭
や
近
所
の
サ
ク
ラ
（
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
）
は
、
今
年
は
い
つ
頃
開
花
す

る
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
っ
た
身
近
な
動

植
物
の
記
録
（
生
物
観
測
記
録
）
を
ぜ
ひ

残
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

　

生
物
観
測
は
、
専
門
家
で
な
く
て
も
高

価
な
機
材
が
な
く
て
も
、
だ
れ
も
が
手
軽

に
取
り
組
め
る
方
法
で
す
。
身
近
な
自
然

に
関
心
を
持
つ
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
り
、
そ
の
地
域
の
自
然
の
変
化
を
知
る

大
き
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
記
録
は
点
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
栄
村
全
体
で
ま
と
め
る
と
、

点
が
面
の
広
が
り
あ
る
記
録
と
な
っ
て
き

チ
ョ
ウ
や
オ
ニ
ヤ
ン
マ
な
ど
。

　

ま
た
、
ア
マ
ガ
エ
ル
や
ウ
グ
イ
ス
、
ア

ブ
ラ
ゼ
ミ
の
鳴
き
声
を
初
め
て
聞
い
た
日

（
初
鳴
き
・
初
鳴
日
）
を
記
録
す
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
観
測
す
る
生
き
物
は
、
自

分
の
興
味
の
広
が
り
に
合
わ
せ
て
、
数
を

増
や
し
て
い
く
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

き
っ
と
自
分
の
家
の
周
り
の
生
き
物
カ
レ

ン
ダ
ー
が
で
き
ま
す
よ
。
ま
た
、
こ
の
観

測
を
始
め
る
と
、
そ
れ
ま
で
気
付
か
な
か

っ
た
身
の
回
り
の
様
々
な
自
然
の
変
化
に

気
付
け
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
で
も

日
々
の
生
活
に
潤
い
が
増
す
こ
と
請
け
合

い
で
す
。

　
「
今
日
、
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
を
見
た
よ
」

「
う
ち
の
集
落
に
は
、
昨
日
サ
シ
バ
が
渡

っ
て
来
た
よ
」
こ
ん
な
会
話
が
挨
拶
代
わ

り
に
飛
び
交
う
よ
う
に
な
っ
た
な
ら
、
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
に
自
然
と

「
共
生
」
す
る
栄
村
の
文
化
に
も
通
ず
る
、

地
域
作
り
の
第
一
歩
で
す
。

��

（
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
）

集落にツバメがやって来た日を記録しましょう。

ウメやサクラの開花日は、いつでしょうか？

〈
参 

考
〉

　

気
象
庁
で
も
長
い
間
こ
の
生
物
観
測
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
か
ら
そ
の
観
測

対
象
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
の
継
続
を
望
む
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、

環
境
省
な
ど
も
新
た
に
加
わ
っ
て
市
民
参
加

型
の
調
査
な
ど
で
継
続
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
気
象
庁
の

Ｈ
Ｐ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

気
象
庁
─
生
物
季
節
観
測
の
情
報

（jm
a
.g
o
.jp

）
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２月火災・救助・救急出動件数

最高気温 9.8℃ 2月28日㈪

最低気温 −9.1℃ 2月25日㈮

平均気温 −0.5℃ 総 雨 量 312.5㎜

栄村の気象（２月）

世帯数 794世帯 前月比−2
人　口 1,679人 −8
男 801人 −4
女 878人 −4

出生 1
死亡 8
転入 2
転出 3

世帯と人口（３月１日現在） ２月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 0 2 95 飯山日赤� 6

津南病院� 1
そ の 他� 6
不 搬 送� 0
合　　計� 13
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 26

野沢温泉村 0 0 32

栄 村 0 1 13

管 轄 外 等 1 0 3

火事招く　あなたの過信と　無関心

４月の納税等
〇固定資産税　　　〇国民健康保険税
〇介護保険料　　　〇後期高齢者医療保険料
〇村営住宅料　　　〇ケーブルテレビ使用料
〇教員住宅使用料　〇合併浄化槽使用料
〇保育料　　　　　〇農業集落排水処理使用料
〇簡易水道料　　　〇学童保育料
〇雪害救助負担金

生活カレンダー４月

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　５月２日㈪　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　４月22日㈮
　八十二銀行・県信　４月25日㈪

〈登録方法〉
　右のＱＲコードを読み取り、追加又は以下の方
法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。

子
ど
も
・
子
育
て

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
13
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
３
才
児　

目
の
検
診
】

日
時
：
21
日
㈭　

午
後
３
時
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

【
乳
児
健
診
】

日
時
：
25
日
㈪　

午
後
１
時
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
26
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

そ
の
他

【
村
誌
刊
行
記
念　

基
調
講
演
会
】

日
時
：
23
日
㈯　

午
後
か
ら

場
所
：
役
場
か
た
く
り
ホ
ー
ル

【
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
】
※
秋
山
地
区
以
外

日
時
：
27
日
㈬　

午
前
８
時
半
か
ら

場
所
：
各
集
落
指
定
場
所

【
消
防
団
観
閲
式
】

日
時
：
29
日
㈮　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
役
場

ス
ポ
ー
ツ

【
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
団
結
式
】

日
時
：
16
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

【
市
町
村
駅
伝
大
会
】

日
時
：
30
日
㈯　

午
前
10
時
50
分
ス
タ
ー
ト

場
所
：
松
本
平
広
域
公
園
陸
上
競
技
場
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